
～ 令和７年　２月　１日

（対象者数） ２６家族 （回答者数） １８家族

～ 令和７年　２月　１日

（対象者数） ９名 （回答者数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ご利用児、ご家族の思いを真摯に受け止め、困

りや相談に早期に対応するようにしている。チー

ム支援で体制を整えることで、適宜面談等にも迅

速に対応できるようにしている。ご利用児の笑顔

が私たちの喜びである。

2

・教育委員会のみならず、就学先の先生とも連携

することで、ご利用児が就学した際、個々に応じ

た適切な支援を受けることができる。積極的に就

学先からの見学も受け入れている。

3

・柔軟なご利用に対応できるように、例えば、保

育園での発表会や運動会等の練習が終わった後の

ご利用希望では、送迎の対応を直接支援する職員

以外で対応を検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・こども同士の交流も行えていないが、大人も同

様である。例えば、地域の方と一緒に農作物にふ

れる機会や他事業所のこども同士の交流やイベン

トの参加等も検討していきたい。

2

・モニタリングや担当者会議以外でも、顔の見え

る関係作りを意識して、状況に応じた電話連絡や

訪問を増やしていきたいと考える。

3

・感染症予防の観点からきょうだい児のイベント

参加は控えていただいていたが、参加人数も加味

しながら、今後は検討していきたい。きょうだい

児のみ支援ではなく、ご利用児、保護者を一緒と

したイベント参加を模索。

ご利用児、ご家族との信頼関係の構築

・ご利用児の気持ちに寄り添いながら日々支援に努

めている。また連絡帳やメール等でご家族との情報

共有を図ることで、相談や状況を察して面談や電話

連絡等を行っている。

教育機関との連携

・年に１回、教育委員会による『就学について』の

講座により、教育機関と早期に連携することで、ご

利用児と保護者が見通しを持って、就学準備に臨む

ことができている。

職員間の協力体制
・職員配置は満たしているが、ご利用児の状況に応

じて垣根を越えたヘルプ体制がある。

保護者同士の交流の機会の確保やきょうだい児支援

・参観後に、子育てや児発を利用しての話等、保護

者同士が交流を図る機会を年に１回開催している

が、きょうだい児支援までには至っていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流
・現在地域の方とこども達との交流は行われていな

い。

地域の関係機関との連携

・併用保育園等とは、送迎の際にご利用児の情報共

有をしているが、短時間での引き継ぎとなるため、

相互理解までには十分に伝えきれていない点があ

る。

令和７年　１月１４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　２月１３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 地域総合支援センター　どんぐり（児童発達支援センター）

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　１４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

地域総合支援センター　どんぐり
公表日 　　　令和7年　2月　28日

利用児童数 28名（26家族） 回収数 18家族

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

94% 6% 0% 0%

・参観の時に見させていただき、スペー

スも十分確保されていると感じた。

・参観日に見させていただき、十分に確

保されていると思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

78% 11% 0% 11%

・十分配置されていて、声かけや付いて

指導されていると感じた。人数に合わせ

て先生方がいる。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

94% 6% 0% 0%

・子どもたちが使いやすい空間になって

いると思います。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

94% 6% 0% 0%

・運動会やダンス教室などで使ったりす

る時も綺麗ですし、よく走りまわってい

ます。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

94% 6% 0% 0%

・少しの変化に気づいてくれて、その

時々の対応をしてくれたり、いろんなア

ドバイスをくれる。

・その子に合わせた支援をしている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
94% 6% 0% 0%

・お便り帳でいつもした事の内容など知

らせてくれるので、何かをしたかが分か

り助かる。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 94% 6% 0% 0%

・モニタリングもあり、いつでも相談で

きます。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。
94% 6% 0% 0%

・家ですること、どういう支援をするな

ど、分かりやすく設定されていると思い

ます。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

94% 6% 0% 0%

・月の計画表を立て配布してくれるので

助かます。

・ばっちりです。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

94% 6% 0% 0%

・毎日違うプログラムですし、内容もい

ろいろあって楽しんでます。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。

50% 6% 6% 39%

・どんぐり内であるかはわからない。

・保育園にも通ってますし、短い時間で

すがお友達とも関わっています。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
100% 0% 0% 0%

・入る時の説明でとても丁寧に説明して

いただきました。

・十分説明していただきました。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

100% 0% 0% 0%

・十分説明していただきました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。
83% 6% 0% 11%

・親子で参加できる機会を作っていただ

けるので、様子が分かり有り難いです。

・プリント等でも知らせがあります。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

89% 0% 6% 6%

・子どもの今の状況や様子の変化に気づ

いて、今日はどうだった、こういう時は

こうした方が良いなど教えてくれる

保

護

者

へ

の

説

明

等

・毎日の掃除や整理整頓を行い、できる

だけ清潔に心地よく過ごせるよう努めて

います。また、各部屋に室温計を設置し

小まめに確認することで、過ごしやすい

環境を提供しています。また、室内は活

動に合わせて環境を変えられるように広

いスペースを確保するようにしていま

す。

・ご利用児の気持ちに寄り添いながら、

特性に応じた支援を今後も提供し、専門

性を更に向上できるようチームで自己研

鑽していきます。

・支援プログラムを踏まえた支援を提供

し、日々の連絡帳等で支援内容をお伝え

していきたいと思います。

・アセンメントを丁寧に行い、児童発達

支援計画書を作成していきたいです。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

・「本人支援」、「家族支援」、「移行

支援」をより具体的に、記載できるよう

に工夫したいと考えています。

・ご利用児に応じた支援計画を作成し、

プログラムに沿った支援しています。

・毎月活動予定表を作成し、集団や個別

での活動、季節を感じられる活動、静と

動の活動等、日々全体のバランスを考え

ながらプログラムを組んでいます。

・現在交流会等は実施していないので、

今後検討していきたいと思います。

・契約の際、お時間をいただき、説明を

させていただいています。

・お時間をいただき、説明をさせていた

だいています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・活動内容に合わせて、対応する職員や

教室を分けたり、遊戯室や園庭を活用す

ることで、安心かつ安全に、のびのびと

過ごすことができるように工夫していま

す。

・現在配置基準は満たしており、加配職

員も配置しております。垣根を越えたヘ

ルプ体制ができていることで、今後も職

員をそろえて安心してご利用いただける

ようにします。

・基本的にバリアフリーの構造になって

おり、加配職員も配置しております。写

真や絵カード等の視覚支援も多く、ご利

用児が過ごしやすいように工夫していま

す。今後も職員をそろえて安心してご利

用いただけるようにします。

・ペアレントプログラムのご案内、また

親子ふれあい通園、保護者講座、参観日

等を企画し開催しています。

・日々の連絡帳にご様子や活動内容を記

載しています。今後も保護者様と顔の見

える関係を、築いていけるように努めて

いきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

89% 6% 6% 0%

・いつでも聞ける、相談できる。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

94% 0% 0% 6%

・十分なくらい子も親も支えてもらって

います。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

67% 6% 0% 28%

・イベントもあるし、きょうだい参加で

きるイベントもあるし、何度か家族で参

加させていただきました。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

94% 6% 0% 0%

・直接会った際や、メール電話などで、

すぐに聞けるようにしていただけるの

で、すごく助かります。

・いつでも相談できる体制がある。

・連絡帳で相談事を書いても返事をいた

だける。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。

94% 0% 0% 6%

・参観日やモニタリング、また直接送っ

て行った時などに、話をして気にかけて

もらっています。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。
89% 0% 0% 11%

・ホームページに写真を載せてもらった

りすることがある。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

89% 11% 0% 0%

大丈夫です。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

78% 6% 0% 17%

・訓練はあってますし、子どもたちは楽

しい様子で笑いながら走っています。

・常に子どもたちの事を考え備えていた

だいています。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。

61% 0% 0% 39%

・毎月行っているようです。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
89% 6% 0% 6%

・十分に説明されていると思う。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

89% 11% 0% 0%

・細かく「報連相」出来ていると感じま

す。

・現時点では、そのようなケースになっ

ていない為、判断しかねます。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

100% 0% 0% 0%

・いつも「どんぐり行く」と行って朝か

ら準備しています。

・「どんぐり行く！！」と先生方に会え

るのを楽しみにしています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

89% 6% 0% 6%

・「今日どんぐりだよ」と伝えるととて

も嬉しそうです。

・慣れ、甘えからか行きしぶりが時々あ

り。

・毎日楽しく通所しています。どんぐり

さんで会うお友達といろんなことをする

ことが楽しみなようです。

29 事業所の支援に満足していますか。

94% 0% 0% 6%

・いつも丁寧に対応ありがとうございま

す。

・いつも楽しそうにしているので、楽し

いんだろうなと思いいつも感謝していま

す。

・満足です。子どもの成長が見れるし、

通わせて良かったと心から思います。

非

常

時

等

の

対

応

・事故、怪我また発熱やいつもと違う様

子があれば、電話またメール等で速やか

に連絡し、詳細を報告しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

・ご家族の困りや相談の申し入れを、迅

速に対応することができるように努めて

います。また、ご利用児、ご家族の様子

を察して連絡を差し上げることで、早い

アプローチが出来るように心がけていま

す。

・面談や子育て相談日等を定期的に行っ

ていきたいと考えています。

・今後もご利用児、保護者様の思いに寄

り添いながら、支援を行っていきたいで

す。

・参観後に、子育てや児発を利用しての

話等、保護者同士が交流を図る機会を年

に１回開催しています。

・感染症予防の観点からきょうだい児の

イベント参加は控えていただいていまし

たが、参加人数も加味しながら、検討し

ていきたいと思います。

・子どもたちの笑顔が、私たちの喜びで

す。毎日安全に過ごせる環境を整え、安

心して通っていただける事業所を目指し

ていきます。

・子どもたちの気持ちに寄り添いなが

ら、お友達と一緒に遊びや学びをとおし

て、楽しく登園することができるように

チームで支援をいたします。

・沢山の温かいお言葉をいただき、本当

にありがとうございます。日々、子ども

たちの笑顔に元気をもらい、保護者様に

支えられています。今後も発達期の貴重

な子どもたちの成長を、ご家族と一緒に

見守り、支援させていただけたらと思い

ます。これからも子どもたちの笑顔を大

切に、心に寄り添いながら、楽しく成長

する事業所（どんぐり）となれるように

精進していきたいです。

・ご利用児の気持ちに寄り添いながら、

意志の表出、伝達を支援します。ご家族

とは、連絡帳や電話、メール等で状況に

応じた情報の伝達、共有を早期に行いま

す。

・行事や活動の様子等をご家族の了承を

得た後、ホームページで発信していま

す。併せて自己評価の結果についても掲

載されています。

・個人情報の取り扱いには細心の注意を

払っています。広報誌等の掲載も同意を

確認し、また契約時に個人情報取扱書を

いただくようにしています。

・法人内の各種マニュアルに沿って訓練

を実施しています。また保護者様への安

全計画の説明、配布をしています。今後

は訓練後に連絡帳等で実施をお知らせす

ることで、安心してご利用いただければ

と考えています。

・法人内の各種マニュアルに沿って訓練

を実施しています。また保護者様への安

全計画の説明、配布をしています。今後

は訓練後に連絡帳等で実施をお知らせす

ることで、安心してご利用いただければ

と考えています。

・保護者様への安全計画の説明、配布を

実施しています。



（別紙５）

地域総合支援センター　どんぐり
公表日 　　令和7年　2月28日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

89% 11%

・「人数に応じて活動の部屋を増やしたりし

ている」「スペースを上手く使えている」と

いう意見あり。

・子どもの状態や活動に合わせて、引き続き

活動内容や教室、クラス分けを工夫してい

く。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。

89% 11%

・「垣根を越えたヘルプ体制ができている」

との意見あり。

・「子どもの状態に対して、不足している時

もあると思う」との意見あり。

・配置基準は適切であり、職員間で連携を図

りながら、子どもの状態に応じて必要であれ

ば他部署から応援を呼ぶ。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 11%

・バリアフリー、廊下のミラー、視覚支援だ

けではなく、ご利用児の移動時は職員の立つ

配置にも配慮している。

・写真や絵カードによる視覚支援を多く取り

入れながら、ご利用児が過ごしやすい環境作

りに努めます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

100% 0%

・各部屋に室温計を設置し小まめに温度調節

することで、快適な室内環境を維持してい

る。

・毎日の掃除や整理整頓を行い、できるだけ

清潔に心地よく過ごせるようにしている。ま

た、室内は活動に合わせて環境を変えられる

ように広いスペースを確保するようにしてい

る。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
100% 0%

・「状態に応じてスペースが使えている」と

の意見あり。

・引き続き子どもの状態に応じて、個別での

対応や場所を整え支援したい。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。

89% 11%

・「当日の療育の振り返りを職員間で共有し

ている」との意見あり。

・毎月１回事業会議を開催し、ご利用児の支

援について検討・周知をしている。

・様々な勤務形態の中であるが、支援の振り

返り等職員が積極的に参画することで、より

業務改善が進み活性化できればと考えてい

る。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。

100% 0%

・法人のサービス向上委員会の取り組みとし

て、サービス向上に向けたアンケートを実施

し保護者の方のご意見を伺う機会を設けた。

・送迎時や連絡ノート等を通して保護者のご

意向を把握し、前向きな業務改善に繋がるよ

うに努めている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
100% 0%

・日々ミーティングや業務終了後に、支援の

振り返りを行う中で、意見を把握しながら、

業務改善に努めている。

・様々な勤務形態の中であるが、コミュニ

ケーションをとおして意見を集約し、業務改

善を進めていきたい。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

89% 11%

・今年度２月に実施予定である。

・月に1回外部から第三者委員を招いて、生活

相談日を設けている。

・第三者による外部評価は行っていないが、

今年度分より第三者委員の方の協力を得て、

アンケートの総括結果に対してご意見をいた

だく。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

100% 0%

・「勤務を調整し研修を受けている」との意

見あり。

・職場内研修や外部研修、法人研修の中には

施設間研修もあり、短時間職員も訪問し研修

に参加する機会が増えた。

・研修で得た知識や支援技術を事業会議等で

復命研修することで、身近で学べる機会を増

やしていきたい。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

100% 0%

・現在作成中である。 ・作成後、公表する予定である。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

100% 0%

・「モニタリングをその都度行われている」

との意見あり。・児発管が中心となり、モニ

タリング会議、アセスメントを行い個別支援

計画を作成し、定期的に評価見直しを行って

いる。

・今後も初回のアセンメントを丁寧に行い、

ご利用児の状況や保護者の意向を反映した計

画書を作成したい。経過を観察しながら、

ニーズや課題の分析を考えていきたい。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 100% 0%

・チーム職員にも意見を聞きながら、児発管

を中心に計画作成している。

・引き続きチームで連携し、ご利用児の状況

を把握し、保護者の意向も踏まえながら支援

計画を作成したいと考える。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
89% 11%

・日々の支援の中で、計画に沿った支援を

チームで共有し行っている。

・引き続きチームで連携し、情報共有する中

で計画に沿った支援の提供を行っていきた

い。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%

・事業所で決められた標準化された様式を使

用している。

・より丁寧なアセスメントを行っていきた

い。
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16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

・「ペアレントプログラム等の実施により、

家族から本人支援につながっている」との意

見あり。

・ご利用児の発達段階とニーズに合わせた計

画内容を策定している。特に就学前の年長児

には、就学に向けての相談も家族支援の中に

設定している。

・５領域に沿った本人支援、家族支援、移行

支援等について、職員間で理解を深めていく

ことが必要と感じる。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

89% 11%

・日々チーム内で、ご利用児童の発達段階等

に応じた活動プログラムを考え、クラス編成

を行っている。

・活動のねらいを共有し、様々な体験や活動

を提供したいと考える。また、法人で作成し

た活動集を参考に活動に取り入れたい。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

100% 0%

・日々５領域に沿った活動プログラムを記録

（活動内容・クラス編成・様子等）すること

で、内容が固定化されないように工夫してい

る。

・活動のねらいを共有し、様々な体験や活動

を提供したいと考える。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

100% 0%

・個別及び集団での療育活動を行っている。

・集団での支援に併せて個別支援についても

支援計画の中に挙げている。

・個別支援の充実と、小さな集団での活動に

慣れる、入ることができるような支援計画を

作成できるように努めたい。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。
100% 0%

・毎朝のミーティングで支援内容、クラス編

成等を話し合い、共有している。

・様々な勤務形態の中であるため、ボード等

の職員間の共有ツールを使い、情報の共有を

図りながら、チームで連携して引き続き支援

を行っていきたい。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

100% 0%

・気づいたことはなるべくタイムリーに報告

するようにしている。勤務終了後に個別で話

しをしたり、支援の振り返りや引き継ぎを

行っている。

・様々な勤務形態の中であるため、チーム全

員が一同に会しての情報共有は難しいが、共

有ツールや児発管が中心となり、もれのない

ように確認していきたい。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

100% 0%

・「支援計画は徹底されている」との意見あ

り。

・記録はその日のうちに行い、検証につなげ

ている。

・職員が同じ視点で記録できるように育成を

していくことが課題である。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
100% 0%

・「モニタリング内容をフィードバックする

ことにより見直されている」との意見あり。

・余裕を持って、丁寧な見直しができるよう

にしていきたい。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
100% 0%

・児発管がを中心に、こどもの状況をアセス

メントできている職員が出席している。

・出席した職員は会議の伝達を確実にしてい

く。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

89% 11%

・「セラピスト（ＰＴ，ＯＴ，ＳＴ）の配置

はない」「カリキュラムによって支援の共有

が図られている」との意見あり。

・現在セラピストの配置はないが、必要に応

じて相談したり、個別訓練を希望される方に

は、外部の病院をご紹介している。

・今後セラピスト配置を検討し、必要に応じ

て他関係機関と連携して支援を行っていきた

い。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

100% 0%

・「関係機関との調整が密に図られている」

との意見あり。

・送迎時や必要に応じて電話連絡をし、ご利

用児の情報を共有している。送迎時は短時間

での引き継ぎで、相互理解が確実にできてい

るとは言い難いところも感じる。

・必要に応じて電話連絡や訪問をすること

で、顔の見える関係をより築いていけるよう

に努めている。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
100% 0%

・教育委員会による就学相談会や、見学の際

支援内容等の情報共有を図っている。

・今後も就学先の見学を受け入れたり、教育

委員会と連携を図ることで、就学移行期の支

援を進めていきたい。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

89% 11%

・外部研修に参加する機会はあり、その際専

門家等に質問し、助言を受けている。

・専門家や専門機関等から助言を受ける機会

を設けることで、質の向上につなげていきた

い。外部研修に参加することで、参加者と繋

がりを持ち連携ができればと考える。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
100% 0%

・地域総合支援センターの職員が参加してお

り、復命で情報共有を図っている。

・地域総合支援センターの職員が委員となり

出席し、その復命を受けて情報共有してい

る。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
67% 33%

・現在交流会等の実施はしていない。併用し

ているご利用児は、自園で交流し過ごしてい

る。

・現在交流会等は実施していないので、今後

検討していきたい。

100% 0%

・当センターが主催となり、ペアレントプロ

グラムの開催や保育所等訪問支援を行ってい

る。

・児発管を中心に他事業所と連携を図ってい

るが、より連携を深めていきたいと考えてい

る。
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33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

100% 0%

・「その都度状態の共有がなされている」と

の意見あり。

・主に連絡帳やメール等の連絡で、日々の様

子は伝えている。必要に応じて電話をした

り、モニタリングの機会に情報を共有して、

共通理解を深めている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

100% 0%

・「参加している保護者がいて、大変良いこ

とだと思う」との意見あり。今年度はペアレ

ントプログラムを年間２クール実施した。託

児もあり、参加がしやすいとのお言葉をいた

だいた。

・ペアレントプログラムは継続して行うこと

で、子育ての視点が変わったと２回目を受講

された保護者もいた。引き続きチラシ等で情

報提供をし、実施していきたい。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
100% 0%

・ご契約の際、時間をいただき説明してい

る。

・引き続き、丁寧に説明を行っていきたい。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。
100% 0%

・「多職種協働により作成されている」との

意見あり。児発管がご利用児、保護者からア

セスメントをし、支援計画を作成して支援の

統一を図っている。

・ご利用児の意向、最善の利益を最優先に今

後も立案していきたい。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
100% 0%

・児発管が説明し、同意をいただいている。 ・引き続き、丁寧に説明を行っていきたい。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

100% 0%

・連絡帳やメール等での質問や相談にも迅速

に対応するようにしている。ご利用児やご家

族の状況察し、こちらから連絡を入れ相談を

聞いたり、助言をしている。

・適宜、相談や面談日を設けることで、早期

解決に向けて働きかけたい。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

89% 11%

・「定期の連絡協議会等により支援がなされ

ている」との意見あり。

・参観後に、子育てや児発を利用しての話

等、保護者同士が交流を図る機会を年に１回

開催している。運動会やバスハイク等、親子

通園日も設けている。

・感染症予防の観点からきょうだい児のイベ

ント参加は控えていただいていたが、参加人

数も加味しながら、今後は検討していきたい

と思う。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。
100% 0%

・連絡帳やメール等での質問にも迅速に対応

するようにしている。ご利用児やご家族の状

況察し、こちらから連絡を入れたり、面談を

設定している。

・今後も相談や面談日の希望が聞かれた時

は、迅速に対応できるようにチームで体制を

整えていきたい。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

100% 0%

・毎月のお知らせや、連絡帳をとおして活動

の様子をお伝えしている。行事や活動の様子

等は、ご家族の了承を得た後、ホームページ

で発信もしている。緊急時の連絡先も適時更

新している。

・今後も個人情報の取り扱いには十分に留意

し、活動の様子等を発信していけたらと考え

る。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100% 0%

・「名前が記載されているものは、シュレッ

ダーで処理をしている」との意見あり。法人

からの行動規範チェックを定期的に実施し、

取り扱いについて確認をしている。

・引き継ぎ、個人情報の取り扱いには、十分

に留意する。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。

100% 0%

・ご利用児には、発達段階や特性に応じた方

法で意思疎通を図っている。・保護者とは、

連絡帳やメール、必要に応じて電話で情報共

有している。

・意志の伝達や共有については、今後も配慮

し工夫していきたい。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

100% 0%

・地域総合支援センターでは、毎月１回すま

いるマルシェを実施。地域の方も足を運んで

くれている。

・３月に子育て相談会を開く予定。マルシェ

に遊びに来た際、子育てのお話や一緒に遊び

をとおして、地域の方とのふれあいができた

らと考えている。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%

・「マニュアルは整備されている」との意見

あり。必要な訓練を実施している。

・引き続きマニュアルの徹底と、訓練をした

際は、連絡帳等でご家族にも周知を図りた

い。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

100% 0%

・「毎月の訓練により啓発が行われている」

との意見あり。

・定期的な訓練を行っている。

・保護者へ計画内容を周知していく。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
100% 0%

・見学の際、アセスメントの中で聞き取りを

している。予防接種の聞き取りはしていない

が、かかりつけ医は把握している。

・ご利用児の状況に応じた医療的な支援の統

一については、今後も職員間で確認し共有し

ていく。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。

100% 0%

・「給食にアレルギーの記載がされている」

との意見あり。・医師の指示書に基づく対応

はしていないが、保護者にアレルギーの報告

書の記入をお願いしている。

・報告書の内容については、職員間で周知徹

底している。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
100% 0%

・安全計画に基づいた研修、訓練、安全点検

等は適切に実施をしている。

・引き続き、丁寧に説明を行っていきたい。

ご利用児が安全安心に過ごせるように管理を

していく。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
100% 0%

・安全計画については今年度ご家族への周知

を図った。

・新規ご利用児については、契約時に説明を

行っていく。
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51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

100% 0%

・「事故につながらないようヒヤリハットが

共有されている」との意見あり。・地域総合

支援センター内でリスクマネジメント委員会

を毎月実施し、検証している。

･ヒヤリハットの検証と共有のみならず、対応

策が実施できているかを確認していく。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。

100% 0%

・虐待防止委員会を設置し、少なくとも３ヶ

月に１回以上開催し、ケースの周知や今後の

対応の協議等をしている。

・地域総合支援センター内で虐待防止研修を

実施している。

・気づきの視点を多く持ち、事故に対する再

発防止策を講じ、適切に対応していきたい。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

100% 0%

・「解除に向けた取り組みがなされている」

との意見あり。

・身体拘束適正化委員会を設置し、少なくと

も３ヶ月に１回以上開催し、身体拘束の状況

や今後の対応策について協議検討している。

・現在対象児童はいないが、身体拘束を行う

場合は委員会の中で協議した上で決定してい

る。そして、支援計画に記載し、ご本人とご

家族に必ず同意をとり、支援内容の記録を残

すようにしている。

・身体拘束について、具体的な解除方法の事

例等を共有する研修を行うことで理解を深め

ていきたい。
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